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 セミナー室 
最近の免疫学の大きなトピックの 1 つとして、M1/M2 マクロファ－ジが挙げられ

ます。しかし、私はこの２つの単純な分類だけでは、免疫と疾患の関係の中で説

明ができない現象もあると考え、マクロファ－ジは更に詳細なサブタイプに分か

れると仮定して研究を行っています。 

 本セミナーでは、これまで私が研究を進めてきた疾患ごとの様々なサブタイプ、

すなわち“疾患特異的マクロファージ”とその制御機構について発表します。 
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疾患特異的マクロファージの機能的多様性 
～基礎研究から臨床応用への第一歩～ 


